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横浜市新横浜公園で観察された嘴が変形した
オオジュリン Emberiza schoeniclus

大和田正人

Masato Owada: Common reed bunting, Emberiza schoeniclus with a deformed beak 
observed in the Shin-Yokohama Park, Yokohama City

緒言

　オオジュリン Emberiza schoeniclus はスズメ目ホオジ
ロ科に分類される小鳥であり、アフリカ大陸、ユーラシ
ア大陸、日本に分布し、日本では北海道および本州北部
で繁殖する（日本鳥学会 , 2024）。冬季に本州以南に移動
して越冬し、繁殖期以外では数羽の小群を作ってヨシ原
などで生活する（高野ほか , 1985）。今回、著者らが横浜
市新横浜公園で野鳥観察を行った際に嘴が変形したオオ
ジュリンを発見したので報告する。
　新横浜公園は横浜市港北区の鶴見川沿いに設置され、
約 70 ha の敷地面積を持つ大きな公園である。敷地内に
はスタジアム、多目的遊水地、減勢池などが併設され、
増水時に鶴見川の水位を調節する役割を持つ（横浜市 , 
online）。公園内の樹木は十分に手入れされ、芝生は短く
刈り込まれている。一方、本個体が観察された減勢池の
対岸は人の出入りが制限され、比較的手入れがされてい
ない。この場所は鶴見川に挟まれ、堤防が築かれている
が、樹木が散在し、川沿いにヨシ原や草原が広がってい
る。新横浜公園（online）は減勢池を中心に観察される
40種の野鳥を紹介しているが、この公園を含む港北区
小机では 60種以上の野鳥が報告されている（例：日本
野鳥の会神奈川支部 , 2020）。

材料と方法

　2024年 1月 8日の 11時 30分から 14時 50分に新横浜
公園内と鶴見川沿いで野鳥観察を行った（図 1）。観察者
は著者を含めて 2名であった。天候は晴れであり、風は
ほぼ無かったが、時折 2 m/s程度の弱い風が吹いた。観
察には 8倍の双眼鏡を用いた。発見した野鳥は目視ある
いは鳴き声を聞いて種を同定し、デジタル一眼カメラで
撮影した。

結果と考察

　12時 40分頃、減勢池の西端の対岸にあるヨシ群落に
おいて（図 2）、著者が嘴が変形したオオジュリン 1個体
を発見した（図 3）。著者からの距離は約 30 mであった。
本個体はヨシの茎の間を頻繁に動き回り、時折葉鞘を剥
がしてそこに潜む昆虫などを捕食していた。そして、12
時 50分頃、北方向に飛び去った。本個体が観察された
ヨシ群落の周辺では、コガモ Anas crecca 2個体、ハシビ
ロガモ Anas clypeata 5個体、オオバン Fulica atra 1個体
が見られた。今回の野鳥観察全体で観察された本種はこ
の 1個体のみであった。
　本個体はスズメ Passer montanus程度の大きさであり、
頭は丸みを帯び、嘴は太く短い円錐形、尾は中等長で均
等のとれた形状であった。上面は褐色、下面は汚白色で
あった。額から後頭は暗褐色、背に暗褐色の縦斑が見ら
れ、最外側尾羽に白斑があった。これらの特徴からホオ
ジロ科のジュリン類と判断した。さらに、脇に褐色の縦
斑が見られ、上嘴は変形しているが、暗褐色で丸みを帯
び、下嘴は灰褐色、跗蹠は黒褐色であることからオオ
ジュリンと同定した（高野 , 1980, 2015; Svensson, 1992; 
五百澤ほか , 2014; 永井 , 2023）（図 3）。オオジュリンの
近縁種にシベリアジュリン Emberiza pallasiとコジュリ
ン Emberiza yessoensisが知られている。シベリアジュリ
ンは上面の褐色味が比較的淡く、小雨覆は灰褐色、上嘴
は黒色で直線的であり、跗蹠は褐色である。コジュリン
は脇が褐色で縦斑がなく、腰は赤褐色、小雨覆は灰褐色
である。以上の特徴から、本種はシベリアジュリンとコ
ジュリンから区別できる（高野 , 1980, 2015; 五百澤ほか , 
2014; 永井 , 2023）。
　頭頂や喉元に黒色の斑が見られないことから、本個体
は雌であると判断した（高野 , 1980, 2015; Svensson, 1992; 
五百澤ほか , 2014; 永井 , 2023）。尾羽の先端の状態から
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図 2. 嘴が変形したオオジュリンが観察された場所．図 1 の O を拡大した．星印はオオジュリンが観察されたヨシ群落を示
す．Google Map を改変して作成した．
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図 1. 野鳥観察を行った場所．S は観察を始めた地点，F は観察を終えた地点，O は嘴が変形したオオジュリンが観察され
た場所を示す．赤色の破線と矢印は野鳥観察を行った道順を示す．OpenStreetMap を改変して作成した．
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図 3. 嘴が変形したオオジュリン．A: 左向き ; B: 右向き．拡大図の矢印は変形した箇所を示す．赤線は上嘴の歪み幅 （1.7 mm ある
いは 1.9 mm）を示す．2024 年 1 月 8 日，大和田正人撮影．
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年齢を識別できるが（金子 , 1976; Svensson, 1992）、観
察および撮影した画像では判断ができなかった。本個体
の上嘴は変形して先端が右方向に歪み、上下の嘴が嚙み
合っていなかった（図 3）。本種の雌の露出嘴峰長の平
均は、幼鳥では 8.7 mm、成鳥では 9.3 mmであることが
示されており（金子 , 1976）、それに基づいて撮影した
画像から上嘴の先端の歪み幅を推測したところ、歪み幅
は 1.7 mmあるいは 1.9 mmであった（図 3A）。
　これまでに嘴が変形したオオジュリンに関する報告
はされていない。林（online）は、2001から 2004年の
4年間に渡って、北海道松前町白神の標識調査中に見ら
れた嘴が変形した野鳥を記録した。その結果、嘴の変形
は 11種 17個体で見られ、全て幼鳥であった。山階鳥類
研究所（2002, 2003, 2004, 2005）の報告からそれぞれの
種で嘴が変形した個体の割合を調べたところ、ビンズイ
Anthus hodgsoniが最も高く、次いでカワラヒワ Chloris 
sinica、キバシリ Certhia familiaris、ゴジュウカラ Sitta 
europaeaの順であった。その他の 7種は 1 % 以下であっ
た（表 1）。前述の 4種については捕獲個体数が少ないた
め、偶然割合が高くなった可能性がある。通常では、野
鳥の嘴に変形が見られる割合は 1 % 以下であることが知
られている（Pomeroy, 1962; Sharp & Neill, 1979; Tweit et 
al., 1983; Nogales et al., 1990; Handel et al., 2010; Zylberberg 
et al., 2016）。したがって、本種の嘴が変形した個体の割
合についても同様に 1 % 以下であることが推測される。
　嘴が変形する原因には、遺伝的要因または環境要因、
あるいはその両方が関わっている。環境要因としては、
外傷、栄養不足、ウイルスや真菌の感染、農薬や放射
線の影響などが上げられる（Pomeroy, 1962; Handel et al., 
2010; Zylberberg et al., 2016）。しかし、本個体の嘴が変形
した要因は、今回の観察および撮影した画像では分から
なかった。
　嘴の変形は採餌や羽繕いなどの行動に影響し、体重
の減少、羽毛の状態悪化、病気に罹りやすくなるなど、
その個体の生存に不利益をもたらす（Pomeroy, 1962; 
Clayton et al., 2005; Handel et al., 2010; Zylberberg et al., 

2016）。北海道松前白神で嘴の変形が記録された野鳥は
全て幼鳥であったことから（林 , online）、嘴の変形によ
る不利益を受けながら成長することは相当困難であると
考えられる。本個体の年齢は識別できなかったが、仮に
日本鳥学会（2024）で繁殖が報告されている青森県や秋
田県で巣立ちした幼鳥であると見なしても、新横浜公園
に到着するまでに 200 km以上の距離を移動している。
また、今回の野鳥観察全体で観察された本種はこの 1個
体のみであったことから、単独で行動している可能性も
考えられる。しかし、筆者が観察した時点では羽毛の状
態に異常は見られず、採餌や飛翔も普通に行っていた。
したがって、オオジュリンは、上嘴の先端が 2 mm程度
歪んだとしても、採食や羽繕いに大きな支障をきたすこ
とはないと考えられる。
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